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評価取得事業者の取組紹介

• 株式会社井門サービス

• 開星運輸株式会社

• 千石運送株式会社

• 株式会社東都運搬社

• 成増運輸株式会社

• 日の丸商運株式会社
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株式会社井門サービス

• 品川支部
• ２事業所、登録台数6台
• 保有車両 ：小型車（2ｔ）、中型車（4ｔ）
• 主な輸送品目 ： ソフトクリームの機械等
• 東京都評価制度 ： 4年連続取得

✓ グループ企業（小売（宝飾品・鉄道模型）等）の輸送・保管・機材メンテナンスを担い創業

✓ ドライバーが互いに燃費や安全運転に対する意識を高め、走行管理表を活用

✓ 昨年は多少エンジントラブルがあったが、現在は無事故を継続

✓ KYTの動画視聴や、一方的な単調な説明にならないよう質問などを交えながら

ドライバー教育を実施

✓ 少人数であるからこそ、管理者・ドライバーのコミュニケーションを大切にしている

【会社概要・自社活動の特徴】
井門グループHPより
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走行管理表コメントの記入例

【評価制度取得による効果や評価結果の活用】

✓ 評価制度は2021年度から4年取得、5年連続取得を目指して次年度も申請予定

✓ 2024年度は三つ星評価を取得できたので、継続して取り組んでいきたい
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開星運輸株式会社

• 江戸川支部
• 1事業所、登録台数113台
• 保有車両 ： 小型車（2ｔ）、中型車（4ｔ）、大型
• 主な輸送品目 ： たばこ、冷凍食品、家具等
• 東京都評価制度 ： 9年連続取得

✓ 創業当時、主に建設資材を運搬、現在は生活用品、冷凍加工品から精密機械・部品等を輸送

✓ 燃費に関する担当と事故防止・品質担当を分けてドライバー教育を実施

✓ ドライバーと助手の2名体制で、配送先等でのバック、左折時の確認・誘導等事故防止を徹底

✓ グループ毎に目標をメンバーで作成、その目標を荷台に貼り付けて意識付けを行う

✓ 新人への指導方法を模索しており、ベテランと組ませるようにしている

✓ 軽微な事故は多少あるが減少傾向。キズのチェック報告をしてくれるドライバーが増えてきた

【会社概要・自社活動の特徴】
会社HPより
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車両及び整備風景

走行管理表コメントの記入例

【評価制度取得による効果や評価結果の活用】

✓ 評価制度は2016年度から継続して9年取得、2025年度で連続10年取得の予定

✓ 申請が簡略化されているので、他の認証制度等に比べて事務的な手間が少なく助かる

✓ 会社としての評価だけでなく、各ドライバーの頑張りを評価する事を考えていきたい
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千石運送株式会社

• 渋谷支部
• 1事業所、登録台数24台
• 保有車両 ： 小型車（2ｔ）、中型車（4ｔ）、
大型、冷凍冷蔵車、ユニック車、軽貨物

• 主な輸送品目 ： 貿易貨物等
• 東京都評価制度 ： 2年連続取得

✓ 一般貨物、精密機械、重量物の運搬・設置を担う

✓ 2ヶ月毎のドライバー講習会で、GEPの教育資料や外部講習の資料を活用

✓ 大きな事故はなく、擦り傷などの軽微なものはあるが、減少傾向

✓ 社内で点呼やデータ管理の役割を分担し、一人に負担が集中しないよう工夫

✓ 荷主等から求められたら即時対応できるよう、日頃から書類や燃費データ等の管理を徹底

✓ 燃費結果のフィードバックやコメント記入等、ドライバーへ指導や労いを伝えるよう心掛け

【会社概要・自社活動の特徴】 HPより引用
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会社HPより引用 走行管理表コメントの記入例

【評価制度取得による効果や評価結果の活用】

✓ 評価制度は2023年度から2年取得

✓ GEP参加事業者であれば、東ト協の申請サポートにより、

2回目以降の申請が更に簡略化されるので、申請がしやすく助かっている



グリーン・エコプロジェクト事務局

株式会社東都運搬社

• 墨田支部
• 2事業所、登録台数53台
• 保有車両 ： 小型車（2ｔ）、中型車（4ｔ）、軽貨物
• 主な輸送品目 ： 百貨店商品、郵便物、自動車部品、たばこ等
• 東京都評価制度 ： 7年連続取得

✓ 24時間対応の業務であるため、ドライバー教育は、極少人数で実施。IT点呼を活用し、

毎日のコミュニケーションの中でエコドライブや法令関係などを中心に伝達し教育

✓ 個人宅への配達や郵便集配業務のため、細い路地の走行が多く、停車時にはミラーを

格納する事をルール化し指導

✓ 管理者同士でLINEグループ等を活用し、情報共有を心掛けている

✓ 車両は乗り回しなので、一人ひとりの燃費向上の意識や、洗車等を自分事として捉えて

もらうよう指導に取り組む

【会社概要・自社活動の特徴】
HPより引用
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令和6年能登半島地震被災地へ
支援物資を配送 （HPより引用） 走行管理表コメントの記入例

葛飾営業所本社営業所

【評価制度取得による効果や評価結果の活用】

✓ 評価制度は直近7年連続取得

✓ 配達業務がメインでストップアンドゴーが多く、燃費自体はどうしても伸び悩むが、

外部からの評価・表彰を受けたことにより、ドライバーのモチベーションアップに繋げている

✓ エコドライブは運転手だけでなく会社・家族にも安心を届けるので今後も続けて行く
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成増運輸株式会社

• 板橋支部
• 1事業所、登録台数45台
• 保有車両 ： 中型車（4ｔ）、大型、
冷凍冷蔵車、ユニック車

• 主な輸送品目 ： 食品、建築資材、一般貨物等
• 東京都評価制度 ： 2年連続取得

✓ 冷凍食品、アイスクリーム、乳製品、チルド飲料、ＡＬＣ（軽量気泡コンクリート床材）、

ユニットハウス（工場内生産の工業化建築物）等、幅広く輸送品目に対応

✓ GEPの教育資料の他、自社でパワーポイント資料（12項目等）も作成し、教育に活用

✓ 過去の事故を教訓に対策を講じて、それをきっかけに各ドライバーの意識が変化

✓ 走行管理表は月末の回収時の声掛けや、管理者によるコメント記入等により

ドライバーとのコミュニケーション活性化に役立てている

【会社概要・自社活動の特徴】 HPより引用
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会社HPより

【評価制度取得による効果や評価結果の活用】

✓ グリーン・エコプロジェクトやアイドリングストップの徹底を積極的に取り組んでおり、

環境やエコドライブに対しては、積極的に取り組んでいる

✓ 評価取得を通じてドライバーの意識向上に役立てている

走行管理表コメントの記入例
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日の丸商運株式会社

• 世田谷支部
• 1事業所、登録台数18台
• 保有車両 ： 小型車（2ｔ）、冷凍冷蔵車
• 主な輸送品目 ：
建築防水材料、日用品、チルド品、引っ越し等

• 東京都評価制度 ： 3年連続取得

✓ 専属便・臨時便・チルド便・引越し便と各種運送サービスを展開

✓ 5～6人程度で少集団ミーティングを実施。GEP教育資料や12項目の冊子を活用

✓ 事故に関しては減少傾向だが、入社後2週間程度は添乗指導を実施するなど、

新人の後退事故に対策を講じている

✓ 走行管理表の活用・燃費管理に重点を置き、コメント欄の活用も心掛けている

【会社概要・自社活動の特徴】
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走行管理表コメントの記入例左 ：タイヤチェーン点検
中央：講習会の理解度テスト

【評価制度取得による効果や評価結果の活用】

✓ 2022年から評価取得

✓ 現在は二つ星の評価を受けているが、更に三つ星を取得できるよう取り組みを進めていきたい



各社で共通して取り組んでいること

グリーン・エコプロジェクト事務局

環境CSRから進める経営改善

未来のために私たちができること
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グリーン・エコプロジェクトの活動について

社内環境の改善 交通事故減少 コスト削減 地球温暖化防止対策
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燃費データの活用

✓ １２項目やKYT、DRの活用と

併せて実践

✓ GEP継続セミナー資料の活用

交通事故対策

✓ 「ゆっくり発進・ゆっくり停止」の
基本を徹底

✓ 事故情報の振り返り、ＤＲ、共有

✓ 4M4Eなどの活用

自社独自の取り組み

✓ 目標の設定（メンバー全員）

✓ 健康管理、SAS、MRI

→早期発見

✓ 個人燃費の活用

その他取り組み

✓ 走行管理表の活用（裏面）

✓ ドライバーに合わせたコメント

→寄り添う＝コミュニケーション

各社の取り組み事例
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結果の質

各社に共通している点
「ドライバーとのコミュニケーションを大切にしている」

関係の質

思考の質

行動の質
「社内コミュニケーション」

互いに尊重し、結果を認め、
一緒に考える

「気づく、面白いと感じる
当事者意識をもつ」

GEPと皆さんが取り組むところ

※マサチューセッツ工科大学のダニエル・キム教授による「成功の循環モデル」より

「自分で考え、
自発的に行動する」

「成果が出てくる」

「共通の目的」や
そこへ向かう
「協働」により
「関係の質」を
高めていくこと
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ご清聴有難うございました
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